
 

 

「ＧＩはりまの酒＆はりま一合一会新酒の会」の開催について 

 

１ 目  的 

  令和２年３月に国税庁長官からＧＩ(Geographical Indication：地理的表示)として地

域の名を冠した「はりま」※1が認定されてから約２年となるが、その間、コロナの影響で

目立ったＰＲを行えていないことから、ＧＩはりまの認知度のより一層の向上を図るとと

もに、コロナ禍により、播磨の清酒の需要が、大幅に落ち込んでいることから、消費拡大

の契機とするため、播磨の酒のＰＲイベントを開催する。  
   (※1)ＧＩはりまの条件：①米及び米こうじは、兵庫県産山田錦のみを使用、②はりま内で採水した 

水のみを使用、③原料に糖類等を不使用、④はりま内で醸造、貯蔵、容器詰め 

 

２ イベント名 

  ＧＩはりまの酒＆はりま一合一会新酒の会 

 

３ 開催日時 

  令和４年３月１９日（土）１６：００～１９：００ 

 

４ 開催場所 

アクリエひめじ 展示場Ａ（姫路市神屋町１４３－２） 

 

５ 参加酒蔵 

１９蔵 

   

 

 

 

６ チケット価格 

事前予約価格：３,６００円（ＧＩはりまの酒無料試飲券付き）  
     ネット予約：seiko-club.com/shinshunokai/form.php 

電 話 予 約：０７９－２８１－６８００ 

 

７ 主催・共催 

主催 ／ はりま酒文化ツーリズム協議会※2、はりま酒研究会※3 

共催 ／ 兵庫県 東播磨県民局、北播磨県民局、中播磨県民センター、西播磨県民局  
    (※2) はりま酒文化ツーリズムを推進するための団体。播磨地域４酒造組合の組合員、姫路市で構成
    (※3) 日本酒がＧＩはりまの要件を満たしているか確認するための管理団体 

 

８ その他 

新型コロナウイルス感染症の拡大状況等により、当イベントを中止する場合があります。 
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